
事務事業評価シート（事前評価）
事業コード 事務事業名 所管部課

施策コード 施策名 施策目標

年度 （ ）

目標 年度

事業費(A)

国庫支出金・都支出金

地方債

その他 （ ）

一般財源

所要人員(B)

人件費(C)=平均給与×(B)

臨時職員等賃金(C')

総コスト(D)=(A)+(C)+(C')

単位当たりコスト

(E)=(D)/ （ ）

目標 年度

目標 年度

改修が終わった施設数

改修による満足度(利用者)

教育部　公民館

事
務
事
業
の
概
要

事務事業の目的 根拠法令等

　建築後20年を超し老朽化が進む施設の改修に取組むことで、より一層のバリアフリー化とエネルギー効率を考えた
施設改修を計画的に執行する。
　谷戸出張所の跡施設を改修し、新たに公民館施設として学習活動の場の充実を図る。

事業内容・実施方法等　

　工事請負(一部は施設のリースを含む)により、以下のように施設を改修する。
1.空調機の定期的な交換を行う
2.施設内の危険箇所の改修(床や建具等) を行う
3.バリアフリー化、省エネルギー化を目的とした改修(便所、採光等)を行う。
4.平成２１年度に谷戸出張所跡施設を公民館「創作室」の改修工事を予定している。その他に芝久保公民館、谷戸公民館の実施を検討
している。両施設とも都営住宅内にあり、図書館・公民館あわせて改修する。

事業開始時期 平成21 実施形態

事
業
費
デ
ー
タ

項　　目 単位 21年度

人 0.05

千円

千円 408

22年度 23年度

千円

5,040 93,357 49,873

内
訳

5,040 93,357 49,873 0

00 0

千円 5,448 93,357 49,873

23年度

①改修する施設数

0

改修箇所 千円 5,448 93,357 49,873 #DIV/0!

《指標の説明　など》
①計画的改修が必要な箇所数。

成果指標 単位 21年度 22年度 23年度

1

活動等指標 単位

目標値 箇所 1 1

21年度 22年度

② 目標値

一
次

目標値 箇所

実績値 箇所

1 1 1

目標値 %

実績値 %

70 70 70

《指標の説明　など》
(二次)改修一定期間後に利用者に1ヶ月間アンケート調査を行い、改修内容に満足したかどうかを把握する。

事
業
環
境
等

市民・関連団体等の意見
（アンケート結果など）

 利用者懇談会等において、施設の計画的な改修や快適で安全に使える施設運営について
の意見がある。

事業実施上における制約や
財源確保等

 谷戸出張所の改修以外の項目は、実施計画上の予算化の目途が立っておらず、通常の予
算要求において考えるには、金額の確保は難しい状況と考える。ただし、空調機の交換につ
いては、機器のリース契約を行うことで、一時的な財政的な負担を緩和することが可能であ
る。

代替・類似サービスの有無

市民の自主的学習活動を支援する場や多様な学習機会の充実をめざします。

9-5-1 公民館施設の改修

特になし

創3-2 学習活動の推進

評
価
指
標
の
設
定 二
次

法律
条例・規則

要綱・要領

政令・省令

  有

  無

直営 委託 補助 その他



事業コード 事務事業名 所管部課

施策コード 施策名 施策目標

【一次評価】

Ｃ

【二次評価】

Ｃ

【行革本部評価】

一次評価
○検証項目、評価の判断理由
○事業化する上での課題等
　公民館施設の改修は、学習環境の整備の一環
として、市（教育委員会）の責務であり、市民課・
谷戸出張所跡施設を活用して公民館施設へ改
修する本事業は、公共空間の有効活用の観点か
ら、早急に進める必要がある。
　事業内容については、市民課が行った跡施設
利用に関するアンケートにおいて、『市民利用施
設』への転用の意見が7割を超えていたことから、
市民課・谷戸出張所跡施設を多くの市民が広く
活用できる公民館として利用することが最善の策
と考えられる。
　一方、老朽化の進む施設のバリアフリー化、省
エネルギー化を目標に据えた公民館施設の計画
的な改修についても必要性が高く、23年度までに
実施することとしているが、予算化の目途が立っ
ていないため、今後事業実施に向けた検討・調
整が必要である。
　

3

3

2

3

検証項目 ランク

3

3

市民ニーズ
の把握

受益者負担
の適切さ

事業内容等
の適切さ

○検証項目、評価の判断理由
○事業化する上での課題等

2
　谷戸出張所の改修については、公民館として活
用することに決定し、今年度実施することになっ
ているが、その他の施設については、現時点では
３箇年の実施計画においても具体化されていな
い状況である。
　今後の施設の改修については、財政状況を踏
まえて費用対効果を十分に考慮するとともに、公
民館の在り方を含めた、総合的な検討を行った
上で実施することが望まれる。

2

3

2

2

2

二次評価

行革本部評価 評価の判断理由及び事業化する上での課題等

　谷戸出張所跡地を公民館施設として活用するための改修については、市民意見を踏まえたものであり、計画に
沿って事業を進められたい。
　老朽化に伴う施設改修については、公共施設の保全の観点から、費用対効果や機能性の向上、中長期的な施設
改修の方向性等を総合的に勘案し、財政部門とも十分に協議したうえで、適切な改修内容・実施時期について検討
されたい。

Ｂ

直接のサービ
スの相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握

3

Ａ

Ｂ

Ａ

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービ
スの相手方

事業主体
の妥当性

創3-2 学習活動の推進 市民の自主的学習活動を支援する場や多様な学習機会の充実をめざします。

9-5-1 公民館施設の改修 教育部　公民館

事業の
必要性

事業の優先
度（緊急性） 3

検証項目 ランク

事業化

計画を中止

0

1

2

3

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握

0

1

2

3

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握 事業化

実施を延期

抜本的見直し

計画を中止

事業化

実施を延期

抜本的見直し

計画を中止

抜本的見直し

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

実施を延期

事業化


